
森島家住宅 表門 

敷地南側の旧道に南面して建つ木造切妻造瓦葺平入の棟門で、間口は 2.69m 

である。内側に控柱を持ち、両開戸で西側に 1.69m、東側に 1.77mの袖壁が設

けられている。袖壁は漆喰塗で腰部は下見板が張られ、棟には瓦を乗せともに潜

戸を設ける。門の部分は花崗岩の石敷きとなっている。主屋と同じ大正 13年頃

に建てられたものと考えられもので、大会社の風格を表している。 
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